
令和７年度河頭中校区 小・中連携研修のまとめ 

 （ 河頭中 ）学校 

１ 共通実践事項についての振り返り 

領域 共通実践事項 振り返り 

学
習
指
導 

① 家庭学習の習慣化 

② 授業時間の姿勢 

①家庭学習を各学年で取り組ませた。毎日の宅習の中で，目標（～ができ

るようになる等）と振り返りをさせた。テスト２週間前には，必ず学習計

画を立てさせ取り組ませた。テスト後は，学力に応じて訂正を行わせた。 

②河頭スタンダードを掲示し，対話を取り入れた授業を行った。 

生
徒
指
導 

① あいさつと返事の習慣化を図る。 

② 忘れ物をしない。 

①生徒会清掃安全部の活動として，呼びかけをおこなっていた。 

②生活の記録（日記）への記入を行わせた。忘れる生徒がどの学年も固定

していた。 

保
健
指
導 

① 早寝・早起き・朝ご飯の習慣化。 

②  メディアコントロールをＰＴＡと

連携 

①学級通信の裏面を利用し，「メディア」や「ルール＆マナー」「早寝早起

き朝ごはん」などの情報提供や注意喚起を行った。 

②テスト期間中は，３学期ともメディアチェックカードを記入させ，その

結果をPTAで保護者に還元し，家庭での取り組みについても呼びかけを行

った。 

特
別
支
援 

① 教育支援計画や指導計画の作成と

活用 

② 体験活動や異年齢活動を通しての

「生き方」学習の充実。 

①例年通り，教育支援計画・指導計画の作成と，支援委員会の実施を行っ

た。配慮が必要な生徒については，定期的に職員で共通理解を図った。 

②１年生の郷土芸能に関する学習や２年生のかごしまみらい探究プロジェ

クトでは，地域の方々や企業の方々などと触れ合い，地域の課題やあり方

を考えるきっかけとなり，自分事として地域未来を考えることができた。 

 

２ 研修の反省 

研修テーマ ： 小・中における思考力・判断力・表現力の育成を図る指導・支援の在り方 

校内研修テーマ 

 

【各校で取り組んだこと】 校内研修及び小中連携に関すること 

 

 

 

 

 

【６月２日の研修全体会の振り返り】  成果，課題，運営などについて 

 

 

 

 

 

 

【全体を通して 今年度の成果と課題】  テーマに関する成果と課題，参加意識，運営面など 

 

 

 

 

 

主体的に学習に取り組む生徒の育成 ～魅力的な学習課題の設定，学習の見通しの明確化，振り返

りの充実を通して～ 

・河頭スタンダードの継続 

・ICTの積極的な活用と職員研修 

・研修テーマに基づく授業実践と実践報告の共有 

・中学校での授業参観（小中連携） 

・昨年の振り返りを生かし，河頭中学校の授業参観を実施できたことは有意義だった。しかし，小・中学校

での共通実践事項をもう少し絞り込み，明確にして，確実に取り組んでいけるものを作っていった方がよい

と感じた。（基礎学力（計算・漢字）の定着や，家庭での学習習慣がない生徒に対しての共通実践事項を今後

考えていけたらいいと感じる。） 

・昨年の振り返りを生かし，今年度は中学校の授業参観を行い，小学生の頃との成長（変容）を小学校の先

生方に見ていただいた。「自分のペースでしかできなかった子が，集団の中で発表していて驚いた。」「何もか

もつい先回りしてやってあげることが多かったが，中学校の様子をみて，子どもの伸びる力を見守ることも

大切だと感じた。」等感想をいただいた。基礎学力（計算・漢字）が不足している生徒が年々増えていること

がら，共通実践していけることを明確にして，取り組んでいけたらよいと考える。 

 



令和７年度河頭中校区 小・中連携研修のまとめ 

 （ 小山田小 ）学校 

１ 共通実践事項についての振り返り 

領域 共通実践事項 振り返り 

学
習
指
導 

・ 家庭学習の習慣化 

・ 授業時間の姿勢 

・学級通信やPTAを通して家庭学習のメニューを知らせ，保護

者に見届けの依頼を行った。高学年では，家庭学習を振り返ら

せる取り組みを行い，学習内容の見直しや時間の使い方の改善

につなげることで，学習習慣の定着と主体的な学び方の充実を

図った。 

・「足を床に付けること」を一事徹底し，姿勢の保持を促し

た。 

生
徒
指
導 

・ あいさつと返事の習慣化を図る。 

・ 忘れ物をしない。 

・あいさつや返事が自然にできる児童が増え，習慣化されつつ

ある。 

・忘れ物については，個人差がある。児童が自ら持ち物の確認

を行う仕組みづくりを整えていきたい。 

保
健
指
導 

・ 早寝・早起き・朝ご飯の習慣化。 

・  メディアコントロールをＰＴＡと

連携 

・中学校と年３回のメディアチェック期間を揃える予定だった

が，３学期は学校保健委員会との都合で実施がずれた。 

・チェックカードの回収については，アプリと併用しながら実

施してみた。一長一短はあるが，工夫していきたい。 

・保護者への啓発は，教育相談の機会を捉えて実施していきた

い。 

特
別
支
援 

・ 教育支援計画や指導計画の作成と

活用 

・ 体験活動や異年齢活動を通しての

「生き方」学習の充実。 

・さまざまな活動や交流を通して，適切なコミュニケーション

のとり方等「生き方」につながる学習を行った。継続して取り

組んでいきたい。 

 

２ 研修の反省 

研修テーマ ： 小・中における思考力・判断力・表現力の育成を図る指導・支援の在り方 

校内研修テーマ 

 

【各校で取り組んだこと】 校内研修及び小中連携に関すること 

 

 

 

 

 

 

【６月２日の研修全体会の振り返り】  成果，課題，運営などについて 

 

 

 

 

 

【全体を通して 今年度の成果と課題】  テーマに関する成果と課題，参加意識，運営面など 

 

関わりを通して考えを深める子供の育成 

研修テーマに基づき，「主体的に関わろうとする子供」「友達との関わりを通して自分の考えを見直し再構築する

子供」をめざす子供像と設定し，ICTを効果的に活用した授業を行った。見通しと振り返りの充実や，考えを比較・

整理する場を設けることで，友達と学び合う中で自分の考えを見直したり新たな考えに気づいたりする姿が見られ

た。また，研究授業や各自の実践交流を通して成果と課題を共有し，指導力の向上につなげることができた。 

 

授業参観では，子供たちが主体的に発言し、友達の話を真剣に聞く姿が印象的だった。また，研修テーマを統

一したことで，指導工夫を共有しやすく参考になった。分科会では，各校の課題や取組を共有し，具体的な手立

てについて意見交換を行うことができた。 

 

中学校への学びや生活につなげられるように，引き続き共通実践事項を共有，実践していきたい。 

 



令和７年度河頭中校区 小・中連携研修のまとめ 

 （ 犬迫小 ）学校 

１ 共通実践事項についての振り返り 

領域 共通実践事項 振り返り 

学
習
指
導 

・ 家庭学習の習慣化 

・ 授業時間の姿勢 

〇 個人差はあるが，各学級で宅習の取り組みを継続し，

定着しつつある。 

〇 ぐーぺたぴんや鉛筆の持ち方を継続指導した。 

生
徒
指
導 

・ あいさつと返事の習慣化を図る。 

・ 忘れ物をしない。 

● 教室内でのあいさつは改善したが，家庭と連携して，

どこでも誰にでもできる取り組みを徹底させたい。 

〇 持って来る物を記録することで，徐々に忘れ物が減り

つつある。 

保
健
指
導 

・ 早寝・早起き・朝ご飯の習慣化。 

・  メディアコントロールをＰＴＡと

連携 

〇 朝ご飯については家庭教育学級と連携してその大切さ

について理解を深めることができた。 

● 家庭でのメディアとの付き合い方について継続指導が

必要である。 

特
別
支
援 

・ 教育支援計画や指導計画の作成と

活用 

・ 体験活動や異年齢活動を通しての

「生き方」学習の充実。 

〇 特別支援学級担任と交流学級担任が連携して作成するこ

とができた。活用と見直しについては今後の課題である。 

● 特別支援学級担任と交流学級担任と交流学級での授業

参加が可能かどうかの打ち合わせのため，日課表に連絡

会を位置付ける。 

 

２ 研修の反省 

研修テーマ ： 小・中における思考力・判断力・表現力の育成を図る指導・支援の在り方 

校内研修テーマ： 児童一人一人が学ぶ喜びを実感できる学習活動の在り方 

          ～個別最適な学び・協働的な学び・ICT活用～ 

 

【各校で取り組んだこと】 校内研修及び小中連携に関すること 

〇 研究テーマを元にそれぞれの職員が実践を行い，２回の研究授業・授業研究を通して全職員で理

解を深めることができた。 

● 授業者以外の職員で研究授業の理論面を考えたり，実践面での準備を進めたりする部分が足りな

かった。 

 

【６月２日の研修全体会の振り返り】  成果，課題，運営などについて 

〇 河頭中校区の合同研修会を通して，小学校から中学校への縦のつながりを意識して共通実践事項 

 を検討することができた。 

〇 授業参観を通して，中学生として頑張っている姿を見ることができて小学校での指導を振り返る

ことができた。 

 

 

【全体を通して 今年度の成果と課題】  テーマに関する成果と課題，参加意識，運営面など 

 

 

 

 

● 共通実践事項について成果を出すためには，家庭の協力が必要不可欠なので，どのように啓発して

いくかが課題である。 



令和７年度河頭中校区 小・中連携研修のまとめ 
 （ 皆与志小 ）学校 

１ 共通実践事項についての振り返り 

領域 共通実践事項 振り返り 

学
習
指
導 

・ 家庭学習の習慣化 

・ 授業時間の姿勢 

家庭学習「マイゴールチャレンジ」の取り組みとして、

学習内容を児童自身が決めて取り組むようにした。取り組

みには個人差がある。 

授業開始時に「グーペタピン」の合言葉で意識づけを図

ったが、時間経過とともに崩れてしまうことが多かった。 

生
徒
指
導 

・ あいさつと返事の習慣化を図る。 

・ 忘れ物をしない。 

 「先手挨拶」、「笑顔で挨拶」を指導した。個人差が大き

く、その日の気分に左右される児童も多い。 

 忘れる物、忘れる児童が固定化されつつある。家庭との

連携が今まで以上に必要であると感じる。 

保
健
指
導 

・  早寝・早起き・朝ご飯の習慣

化。 

・  メディアコントロールをＰＴＡと

連携 

 年度初めは全児童がよい生活リズムを送れているが、だ

んだん乱れているようだ。 アウトメディアカード、メリ

ハリカードに取り組み、児童・保護者の意識づけを行って

いる。 

特
別
支
援 

・ 教育支援計画や指導計画の作成と

活用 

・ 体験活動や異年齢活動を通しての

「生き方」学習の充実。 

 校内研修に特別支援の視点も盛り込み、個に応じた指導

が行えるように研究授業を行ったり、講師を招聘して研修

を深めたりした。 

 清掃活動や体験活動などでは、異年齢グループで活動

し、６年生が下学年のリーダーとして進んで行動できてい

た。 

 

２ 研修の反省 

研修テーマ ： 小・中における思考力・判断力・表現力の育成を図る指導・支援の在り方 

校内研修テーマ 

 

【各校で取り組んだこと】 校内研修及び小中連携に関すること 

 

 

 

 

 

【６月２日の研修全体会の振り返り】  成果，課題，運営などについて 

 

 
 

 

 

【全体を通して 今年度の成果と課題】  テーマに関する成果と課題，参加意識，運営面など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の育ちや特性に寄り添った指導や支援の充実を目指して 

・ 児童の育ちや特性による困り感を把握し、学習や体験活動での支援を行った。特に「書くこと」に抵抗

を持つ児童には、ロイロノートで作成したワークシートが効果的だった。一方で、タブレットを使用する

際のルールが守れない児童もおり、ＩＣＴ機器の活用とそのルールについての課題も上がった。 

・ 中学校のテスト期間を、「家庭学習強調週間」とし、家庭学習の時間や生活リズムの実態調査を行った。 

・ 中学校での授業を参観させていただき、ありがたかった。小学生のころよりも成長した子供たちの姿に

感心した。 

・ 中学校では自主的に学習に臨む力が求められることから、チャイム着席や目的意識を持った宅習のとり

くみなど、小学生のうちから少しずつその力をつけさせることが必要だと感じた。 

・ 年度途中での児童生徒の交流の場（授業参観や生徒会との交流など）があれば、中１ギャップの緩和・

解消や６年生の意識向上にもつながるのではないか。 

・ タブレット使用のルールに関する情報交換を行いたい。 

・ 保護者への効果的な啓発について対策などの情報交換を行いたい。（特に連絡が取れにくい保護者へ） 


